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〒264-0007  千葉市若葉区小倉町1639番3  Tel.043-233-9031㈹  Fax.043-233-9088

◎入試・広報課
平日 9：00 ～ 17：00　土曜日 9：00 ～ 12：00
Tel.043-239-2600 URL. h t tp : / /www.uekusa .ac . j p 植草学園 検索

詳しくは

チカラ

障害のある人にも、ない人にもやさしくできる力を身につける webサイトへ!

【特集】

U E K U S A  S c h o o l  N e w s
教 授・講 師 陣 紹 介 ／ ゼミ 紹 介 ＆ 授 業 紹 介

［ 連 載 ］ 漢 字 の 今 昔
植 草 学 園 教 育 研 究 振 興 資 金 の 実 績 報 告 ／ ご 寄 付 の お 礼

U E K U S A  L I F E  ～学 生 生 活 の 紹 介！～

I n f o r m a t i o n  ～ 学 園 人 事 異 動 ～

※上記以外に社会人、帰国生徒、外国人留学生特別選抜試験、専攻科入学試験を実施します。  
※1 ［旧課程］の選考方法については、入学試験要項をご確認ください。  ※2 新課程履修者は生物基礎、旧課程履修者は生物Ⅰを選択すること。
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AO入試
［8名］

AO入試
［12名］

推薦入試
［12名］

植草学園大学附属高等学校
特別選抜試験 ［4名］

H26/ 8/26 火 ～ 9/ 2 火

H26/10/ 7 火 ～ 10/14 火

H26/12/ 2 火 ～ 12/ 9 火

H27/ 2/ 5 木 ～ 3/13 金

H26/11/ 1 土 ～ 11/ 7 金
　

H26/ 8/26 火 ～ 9/ 2 火

H27/ 1/19 月 ～ 1/29 木

H27/ 2/19 木 ～ 3/ 4 水

H27/ 1/ 5 月 ～ 1/16 金

H27/ 2/19 木 ～ 3/ 4 水

H26/ 8/26 火 ～ 9/ 2 火

H26/10/ 7 火 ～ 10/14 火

H26/12/ 2 火 ～ 12/ 9 火

H27/ 1/ 5 月 ～ 3/13 金

H26/11/ 1 土 ～ 11/ 7 金

H26/ 8/26 火 ～ 9/ 2 火
　

H27/ 1/19 月 ～ 1/29 木

H27/ 2/19 木 ～ 3/ 4 水

H26/ 8/26 火 ～ 9/ 2 火

H26/10/ 7 火 ～ 10/14 火

H26/12/ 2 火 ～ 12/ 9 火

H26/11/ 1 土 ～ 11/ 7 金

H26/ 8/26 火 ～ 9/ 2 火
　

H27/ 1/19 月 ～ 1/29 木

H27/ 2/19 木 ～ 3/ 4 水

H26/ 8/26 火 ～ 9/ 2 火

H26/10/ 7 火 ～ 10/14 火

H26/11/ 1 土 ～ 11/ 7 金
　

H26/ 8/26 火 ～ 9/ 2 火

H27/ 1/19 月 ～ 1/29 木

H27/ 2/19 木 ～ 3/ 4 水

H27/ 1/ 5 月 ～ 1/16 金

H27/ 2/19 木 ～ 3/ 4 水

9/ 9 火 ～ 9/17 水

10/21 火 ～ 10/28 火

12/16 火 ～ 12/24 水

選考結果通知日から1週間

11/15 土 ～ 11/25 火

9/ 9 火 ～ 9/17 水

2/ 5 木 ～ 2/12 木

3/11 水 ～ 3/17 火

2/ 8 日 ～ 2/16 月

3/11 水 ～ 3/17 火

9/ 9 火 ～ 9/17 水

10/21 火 ～ 10/28 火

12/16 火 ～ 12/24 水

選考結果通知日から1週間

11/15 土 ～ 11/25 火

9/ 9 火 ～ 9/17 水

2/ 5 木 ～ 2/12 木

3/11 水 ～ 3/17 火

9/ 9 火 ～ 9/17 水

10/21 火 ～ 10/28 火

11/15 土 ～ 11/25 火

9/ 9 火 ～ 9/17 水

2/ 5 木 ～ 2/12 木

3/11 水 ～ 3/17 火

2/ 8 日 ～ 2/16 月

3/11 水 ～ 3/17 火

9/ 6 土

10/18 土

12/13 土

相談のうえ決定

11/12 水

9/ 5 金

2/ 3 火

3/ 9 月

大学入試
センター試験日

9/ 6 土

10/18 土

12/13 土

相談のうえ決定

11/12 水

9/ 5 金

2/ 3 火

3/ 9 月

9/ 6 土

10/18 土

12/13 土

11/12 水

9/ 5 金

2/ 3 火

3/ 9 月

9/ 6 土

10/18 土

11/12 水

9/ 5 金

2/ 3 火

3/ 9 月

大学入試
センター試験日

9/ 9 火

10/21 火

12/16 火

試験日2日後

11/15 土

9/ 9 火

2/ 5 木

3/11 水

2/ 8 日

3/11 水

9/ 9 火

10/21 火

12/16 火

試験日2日後

11/15 土

9/ 9 火

2/ 5 木

3/11 水

9/ 9 火 ～ 9/17 水

10/21 火 ～ 10/28 火

12/16 火 ～ 12/24 水

11/15 土 ～ 11/25 火

9/ 9 火 ～ 9/17 水

2/ 5 木 ～ 2/12 木

3/11 水 ～ 3/17 火

9/ 9 火

10/21 火

12/16 火

11/15 土

9/ 9 火

2/ 5 木

3/11 水

9/ 9 火

10/21 火

11/15 土

9/ 9 火

2/ 5 木

3/11 水

2/ 8 日

3/11 水

1期

2期

指定校制

公 募 制

　

Ａ日程

Ｂ日程

Ａ日程

Ｂ日程

1期

2期

3期

4期

指定校制

公 募 制

Ａ日程

Ｂ日程

1期

2期

3期

指定校制

公 募 制

Ａ日程

Ｂ日程

植
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園
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学
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達
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育
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達
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援
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育
学
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AO入試
［30名］

推薦入試
［50名］

一般入試
［25名］

大学入試センター試験
利用入試 ［10名］

植草学園大学附属高等学校
特別選抜試験 ［20名］

面接（15分程度）・書類審査・課題小論文
＊出願前にオープンキャンパス、入試説明会、
  個別相談会（学園祭）で事前説明・相談を受けてください

面接（15分程度）・書類審査・課題小論文  ＊事前説明・相談不要
指定校制：面接（10分）

［新課程］ 国語（近代以降の文章）必須＋「地歴、公民、数学、
  理科、外国語」から1科目
＊理科の基礎を付した科目は、2科目を1科目分として扱う
＊英語はリスニングなし　
＊本学における個別試験は課さない　　　　   ※1［旧課程］

［新課程］ 国語（近代以降の文章）、数学、理科、外国語（英、独、
  仏）から2教科2科目
＊理科の基礎を付した科目は、2科目を1科目分として扱う
＊英語はリスニングなし　
＊本学における個別試験は課さない　　　　   ※1［旧課程］

面接（10分）・書類審査

国語（古文・漢文を除く）、英語（英語Ⅰ・英語Ⅱ）から1科目・
面接（10分）

面接（10分）・書類審査

面接（10分）・書類審査

面接（10分）・書類審査

公 募 制：面接（10分）  基礎学力試験（国語－古文・漢文を除く）
　　　　 評定平均値3.0以上の者

指定校制：面接（10分）
公 募 制：面接（10分）  基礎学力試験（小論文）
　　　　 評定平均値3.3以上の者

推薦入試
［6名］

一般入試
［18名］

大学入試センター試験
利用入試 ［7名］

植草学園大学附属高等学校
特別選抜試験 ［若干名］

面接（15分程度）・基礎学力試験（小論文）・書類審査
＊出願前にオープンキャンパス、入試説明会、
  個別相談会（学園祭）で事前説明・相談を受けてください

国語（古文・漢文を除く）、数学（数学Ⅰ・数学A）、理科※2（生物基礎、
生物Ⅰ）、英語（英語Ⅰ・英語Ⅱ）から2教科2科目・面接（10分）

一般入試
［10名］

面接（15分程度）・課題小論文・書類審査
＊出願前にオープンキャンパス、入試説明会、
  個別相談会（学園祭）で事前説明・相談を受けてください

面接（15分程度）・課題小論文　＊事前説明・相談不要

面接（10分）・国語（古文・漢文を除く）

指定校制：面接（10分）

公 募 制：面接（10分）・書類審査

1期

2期

3期

4期

指定校制

公 募 制

　

Ａ日程

Ｂ日程

Ａ日程

Ｂ日程

AO入試
［30名］

推薦入試
［40名］

一般入試
［20名］

植草学園大学附属高等学校
特別選抜試験 ［7名］

面接（15分程度）・課題小論文・書類審査
＊出願前にオープンキャンパス、入試説明会、
  個別相談会（学園祭）で事前説明・相談を受けてください

面接（10分）・国語（古文・漢文を除く）

指定校制：面接（10分）

公 募 制：面接（10分）・書類審査

出願手続期間 試験区分［募集人員］ 試験日 選考結果通知 入学手続期間 選考方法

平成27年度入試日程

＊各日、9:40にＪＲ都賀駅東口5番バス乗り場より、大学行き無料送迎バスを運行します。　＊11/15（土）・11/16（日）のバス運行時刻は、ホームページをご確認ください。

5/18日   6/22日   7/19土

8/2土   8/23土   8/24日

9/28日   10/25土

11/15土  11/16日

3/28土

入試説明会   10:00 ～ 12:00

個別相談会（学園祭同時開催）  10:00 ～ 14:00

春のオープンキャンパス&
保護者対象説明会 10:00 ～ 12:00

オープンキャンパス＆保護者対象説明会  10：00～14：00

無料
送迎バス

運行

植草学園大学の歴史と、
これからの植草学園大学
新任役員教員紹介／植草学園大学の歩みと、小出前学長の教育観

専任教員・研究室紹介
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開学から7年目を迎えた植草学園

大学は、今年度より新学長をはじ

め、新たな役員教員が就任しまし

た。そこで、植草学園大学のこれ

までを見つめ直し、さらにここか

ら未来へ進みたいと思います。

まずは、役員教員を紹介します。

そして、次ページでは植草学園大

学の歩みと、小出進前学長の功績

を振り返り、これからの植草学園

大学について考えます。
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　障害などにより特別な教育的ニーズのある子

どもたちに、どのような指導や支援を行っていけ

ばよいのかという研究を専門にしています。たと

えば手足を動かしにくかったり、言葉を話すこと

が困難な子どもたちを支援する方法や、教材を考

えたりといったことです。これまでに、教育相談

活動などを通じて、障害のある子どもたちや保護

者の支援にも関わってきました。

　植草学園大学発達教育学部には、他者を思いや

ることができる、とても気持ちのやさしい人たち

が多く、素晴らしい学生たちと出会ってきまし

た。この学部で学んだ先輩たちは、小学校、特別

支援学校、幼稚園、保育所、福祉施設、企業など、

社会のさまざまな場で活躍しています。

　高校生のみなさんも、植草学園大学発達教育学

部で、自分の将来の夢を実現していただきたいと

思います。

　大学を卒業して高校の教員になりましたが、上

京して書道誌の編集に参加することになり、文字

学の縁から二松学舎大学の教員になりました。そ

の後、ずっと大学教育に携わり、研究面ではもっ

ぱら中国古代の漢字を研究してきました。

　古代の漢字には、当時の人々のものの見方や世

界観が表れており、現代人の感覚と大きく違う場

合があったり、今に繫がる根源的な意味が見えた

りするなど、興味が尽きません。

　書の作品制作をしている時と、古代漢字に取り

組んでいる時は、日々の仕事を忘れています。そ

の時は苦しむことが多いのですが、後から振り返

ると至福の時です。

　本学には、発達教育学部と保健医療学部とがあ

ります。教育・保育・福祉・理学療法の分野に重点

を置いています。すべての人が生き生きと生活で

きる社会を築くために、それぞれの分野で実践的

な専門力を身につけ、他人を思いやることができ

る人。このような人をめざすには最適の大学です。

　教育事象を社会的事象として捉え、客観的・実

証的に研究する教育社会学が専門です。授業は、

教職の基礎理論や意義等に関する「教育原理」、

「教育史・教育思潮概説」などを担当しています。

　私の研究テーマは2つあり、「女性の校長はなぜ

少ないのか」と「社会全体で子育てをいかに支え

るか」という問題意識から研究を進め、『女性校長

の登用とキャリアに関する研究』（単著、風間書

房、2006）、『少子社会の子育て力』（編著、学文社、

2013）などを刊行しました。引き続き、全国の女

性校長第1号研究を継続中です。

　小学校や特別支援学校の教諭、幼稚園教諭、保

育士をめざす学生のみなさんと、「教育とは何か」

「人間はなぜ教育されなければならないのか」を

問い、人間の成長・発達と教育について、ともに学

びともに考えていきましょう。

　自分の限界は自分で決めることなく、植草学園

大学で、あなたの夢を実現してください。

　人間相手の職業が好きという人にとって、理学

療法は魅せられる仕事です。女性も長く社会で活

躍できます。私の臨床経験は、東京大学医学部付

属病院リハビリテーション部や社会福祉法人浴

風会病院など計4カ所の病院で20年間。教育経験

は、茨城県立医療大学保健医療学部理学療法学科

と本学で、合計19年目に入ります。

　一貫して急性期から在宅までの理学療法に携

わってきました。現在は、地域・在宅で生活する障

害児・者、高齢者を支援する地域理学療法や日常

生活活動学の授業を担当しています。

　本学の学生は、3年生後半から4年生にかけて評

価学実習・総合臨床実習を計20週間、医療機関等

で行います。その前、3年生の9月には地域理学療

法学実習として、地域リハビリテーション施設で

4日間の実習をしますが、これは本学の特徴です。

理学療法をめざす学生には、急性期～維持期まで

のさまざまなリハビリテーション・理学療法の展

開現場を、見学体験してほしいと望んでいます。

浦野  俊則渡邉    章永原  久栄
植草学園大学　
発達教育学部長

植草学園大学　
学長

植草学園大学　
保健医療学部　
理学療法学科主任

小池  和子髙野  良子
植草学園大学　
発達教育学部　
発達支援教育学科主任

植草学園大学　
副学長　
保健医療学部長

　私の専門領域は基礎医学、社会医学です。高校

生の時に生命を勉強しようと思い、大学では、生

化学、分子生物学の世界で酵素を研究しました。

大学教員になってからは、タンパク質でも人の病

気のもととなる病原菌の毒素の研究から、人の命

を守るテーマに発展し、感染症の防御や生活習慣

病の予防、保健・医療・福祉の連携へと広がってい

ます。

　そして今、長い教育と研究を通して考えること

は、「人々が生き生きとして、高い質の生活が送れ

ますように！ 障害を受けた人にはリハビリや支

援を、健康な人には、さらに健康寿命を延ばすよ

う、健康維持増進のサポートを！」

　今、あなたの力が必要とされています。医療専

門職をめざしましょう！ 植草学園大学では、基礎

学力から専門性の高い技術まで身につけ、地域に

貢献できるやさしい医療の担い手を育てます。あ

なたの入学を待っています。

［略歴］

昭和54年　筑波大学第2学群人間学類卒業
昭和59年　筑波大学大学院体育科学研究科博士課程
　　　　　体育科学専攻単位取得退学
昭和59年　国立特殊教育総合研究所研究員
平成  6年　在外研究員（ノースカロライナ大学シャーロット校）
平成10年　国立特殊教育総合研究所・教育工学研究部
　　　　　特殊教育情報研究室長
平成13年　独立行政法人国立特殊教育総合研究所
　　　　　情報教育研究室長
平成20年　植草学園大学教授
平成24年　植草学園大学発達教育学部発達支援教育学科主任
平成26年　植草学園大学発達教育学部長

［略歴］

昭和38年　新潟大学教育学部卒業
昭和42年　第17回書道学会展文部大臣賞受賞
昭和46年　二松学舎大学講師
平成  8年　千葉大学教育学部教授
平成18年　二松学舎大学特別招聘教授
平成20年　植草学園大学教授・発達教育学部長・副学長
平成26年　植草学園大学学長
昭和43年から全国大学書道学会（中央幹事）
昭和60年から全国大学書写書道教育学会（現会長）
平成  2年から書学書道史学会（理事等）に参画
昭和57年から平成23年まで、文部科学省教科用図書検定調査
審議会委員等を歴任

［略歴］

昭和48年　都留文科大学英文学科卒業
昭和62年　千葉県立千葉女子高等学校教諭を退職
平成  3年　千葉大学大学院教育学研究科修了  修士（教育学）
平成  5年　千葉県保育専門学院、
　　　　　国立千葉病院付属看護学校他非常勤講師
平成14年　日本女子大学大学院博士課程満期退学  博士（教育学）
平成14年　日本女子大学教育学科専任助手
平成15年　跡見学園女子大学他非常勤講師
平成20年　植草学園大学教授
平成26年　植草学園大学発達教育学部発達支援教育学科主任

［略歴］

昭和43年　千葉大学園芸学部卒業
昭和52年　東京病院付属リハビリテーション学院卒業
昭和52年　理学療法士国家資格取得
昭和52年　医療法人財団東京勤労者医療会  代々木病院勤務
昭和55年　東京大学医学部附属病院勤務
昭和58年　医療法人社団健正会  立川相互病院勤務
昭和61年　社会福祉法人浴風会  浴風会病院勤務
平成  4年　筑波大学教育研究科修了（リハビリテーション修士）
平成  8年　茨城県立医療大学保健医療学部理学療法学科准教授
平成22年　植草学園大学教授
平成24年　植草学園大学保健医療学部理学療法学科主任

［略歴］

昭和41年　東京教育大学（現筑波大学）理学部生物学科卒業               
昭和43年　東京教育大学大学院理学研究科修士課程修了         
昭和48年　医学博士（千葉大学）
平成16年　感染制御博士
昭和48年　千葉大学生物活性研究所助手
昭和51年　筑波大学社会医学系講師     
平成  6年　筑波大学社会医学系助教授  
平成  7年　茨城県立医療大学保健医療学部教授
平成15年　茨城県立医療大学保健医療学部医科学センター長
平成20年　植草学園大学教授・保健医療学部長
平成26年　植草学園大学副学長



大学L棟の完成予想図と
開学時のパンフレット

キャンパスではいつも笑顔であふれています。

自分が興味をもったことに向かって進む学生がたくさん在籍している大学です。
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植
草
学
園
大
学
の
歩
み
と
、

小
出
前
学
長
の
教
育
観

５  学会および社会的活動等

　特別支援教育の全国組織として最も権威と歴史の

ある全日本特別支援教育研究連盟の第3代理事長と

して斯界の発展と子ども主体の教育理念の推進に多

大に貢献した。日本発達障害学会の創立期から関わ

り、学会活動を軌道に乗せるとともに副会長として

その後の安定的発展に寄与した。知的障害養護学校

学習指導要領改訂に長らく関わり、知的障害教育を

はじめ特別支援教育の理論的、実践的な向上と進展

に貢献した。厚生労働省やＮＨＫ厚生文化事業団、

また障害のある人の親と本人団体等の調査研究等に

も関わり、用語「知的障害」への転換と定着、および

知的障害者の権利擁護や社会啓発にも大きな貢献を

果たした。県内外の教育行政、障害福祉行政にも審

議委員等として関わり地域への貢献も大である。以

上のように社会的活動上の功績も多大である。

４  大学の運営、学生支援等

　平成10年4月、植草学園短期大学の設立準備から

同短大に関わり、平成14年から副学長、平成18年4

月からは学長として、同短大の今日に至る運営の基

盤と｢心の教育｣の学風を築いた。平成19年12月から

は、植草学園大学学長として、開学時からの大学運

営ならびに理念の確立に大きく貢献した。植草学園

が大切にしてきた幼児生徒学生に対する誠意ある基

調姿勢のもとに、大学にあっては学生主体の理念を

基調とした学生支援の姿勢を一貫して尊重するなど、

学生指導における支援姿勢を明示する大学理念の推

進に大きく寄与した。

３  教育および研究等

　永年にわたって、特別支援教育学、知的障害教育学、

同福祉学、生活中心教育学に関する教育、研究に務め、

これらの分野に係る学術的、実践的な探究、および

関連分野の発展に大きく寄与するとともに、大学等

の研究者、教育・福祉・保育界等の実践者、教育行

政者等に多くの影響を与えるなど多大な貢献をした。

　また、教育実践現場との関わりを長期にかつ一貫

して継続し、特に、知的障害のある幼児児童生徒の

子ども主体に取り組む学校生活の実現と具体化に精

力を傾け、知的障害教育の実践理論構築と発展に多

大な貢献を果たした。この結果、県内はもとより全

国規模で有為な人材輩出にも貢献するなど、永年、

知的障害教育をはじめ特別支援教育の発展に寄与し

た功績は極めて大きい。
植草学園大学　前学長　

千葉大学名誉教授　

小出　進　

功績　

小出　進

前大学学長

の
昭和 08 年 03 月 18 日生

昭和 34 年 03 月

昭和 34 年 04 月

昭和 40 年 04 月

昭和 41 年 09 月

昭和 52 年 01 月

昭和 53 年 04 月

昭和 57 年 04 月

昭和 63 年 04 月

平成 10 年 04 月

平成 10 年 04 月

平成 11 年 04 月

平成 14 年 04 月

平成 18 年 04 月

平成 19 年 12 月 

  ～平成 26 年 03 月

東京教育大学教育学部特殊教育学科卒業

東京都立青鳥養護学校教諭

千葉大学教育学部講師

千葉大学教育学部助教授

千葉大学教育学部教授（特殊教育学）

千葉大学教育学部附属養護学校長併任

千葉大学大学院教育学研究科学校教育専攻教授

千葉大学教育学部附属養護学校長併任

千葉大学  名誉教授

植草学園短期大学設置準備委員

植草学園短期大学福祉学科  教授  福祉学科長

植草学園短期大学  副学長（兼）福祉学科長  教授　

植草学園短期大学  学長

植草学園大学  学長

全日本特別支援教育研究連盟理事長・同顧問、教育職員養成審議会委員、大学設置

審議会専門委員、教育課程審議会臨時委員、中央児童福祉審議会委員、中央心身障

害者対策協議会専門委員、全日本手をつなぐ育成会（旧全日本精神薄弱者育成会）

理事、日本発達障害福祉連盟（旧日本知的障害者福祉連盟）理事、日本発達障害福

祉連盟（旧日本精神薄弱者福祉連盟）編「発達障害白書」編集委員長、日本発達障害

学会（旧日本精神薄弱研究協会）理事・副会長、日本特殊教育学会常任理事・同機

関誌編集委員・同名誉会員、日本教育心理学会常任編集委員ほか。

平成10年12月　文部大臣表彰「特殊教育の振興に尽力」

平成20年11月　三木賞（全日本特別支援教育研究連盟）

1  経　歴

２  表彰等

平成26年2月 卒業生との懇親会にて

花
』
も
あ
る
。
ど
の
花
も
美
し
い
も
の
で
す
。
み

な
さ
ん
も
自
分
ら
し
く
美
し
く
咲
い
て
く
だ
さ

い
」
と
、
言
わ
れ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

小
出
先
生
の
教
育
観
が
よ
く
出
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　
と
に
か
く
、
困
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
、
小
出

先
生
は
徹
底
的
に
や
さ
し
い
方
で
す
。
障
害
が

あ
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
つ
ま
ず
い
た

り
、
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
人
に
対
し
て
や
さ

し
く
気
遣
い
寄
り
添
っ
た
り
し
て
く
れ
る
先
生

で
す
。

　
ま
た
、
短
大
の
第
一
回
入
学
式
を
終
え
、
私
と

一
緒
に
桜
の
咲
く
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
歩
い
て
い
る

時
に
、「
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
広
さ
は
大
学
の
設

置
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
す
か
」
と
聞
い
て
こ
ら

れ
た
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
短
大

の
認
可
が
下
り
た
ば
か
り
の
時
に
、
す
で
に
大
学

設
置
の
こ
と
考
え
て
い
る
先
生
の
熱
意
の
大
き

さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　
小
出
先
生
に
は
、植
草
学
園
の
建
学
の
精
神
を
、

植
草
学
園
大
学
お
よ
び
短
期
大
学
の
人
材
養
成
の

理
念
と
し
て
確
立
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
小
出
先
生
の
意
思
を
大
切
に
し
て
、
社
会

か
ら
必
要
と
さ
れ
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
大
学
を
め
ざ

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

建
学
の
精
神
に
基
づ
き

福
祉
に
従
事
す
る
人
材
養
成
を

　
植
草
学
園
大
学
の
開
学
の
端
緒
は
、
短
期
大
学

の
開
設
計
画
ま
で
遡
り
ま
す
。
植
草
学
園
に
は
、

以
前
か
ら
新
た
な
高
等
教
育
機
関
を
設
け
る
計

画
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
か
ら
18
年
ほ
ど
前
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
揃
っ
て
、
短
期
大
学
開
設
に

向
け
て
進
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
短
期
大
学
を
開
設
し
て
、
ど
の
よ
う
な
教
育
を

す
る
か
は
既
に
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
建
学
の
精

神
の
「
徳
育
教
育
」
に
基
づ
い
て
、
福
祉
に
従
事

す
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
そ
の

計
画
に
、
後
に
植
草
学
園
大
学
の
初
代
学
長
と
な

る
小
出
先
生
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。

　
小
出
先
生
は
障
害
者
支
援
を
専
門
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
福
祉
の
中
で
も
障
害
者
支
援
を
特
に
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
植
草
学
園
が
障
害
者
支
援
の
教
育
を
特
色
に

し
て
い
る
の
は
、
小
出
先
生
の
お
か
げ
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

学
長
就
任
に
あ
た
っ
て

平
和
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
に
、
　

寄
与
で
き
る
人
を
育
て
た
い

　
人
類
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
克
服
し
て
き
ま

し
た
。
地
震
、
洪
水
、
飢
餓
、
病
気
、
そ
し
て
人

間
同
士
の
紛
争…

…

。
科
学
技
術
の
進
歩
は
、
多

く
の
困
難
を
克
服
し
て
き
ま
し
た
が
、
新
た
な
困

難
を
生
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。
科
学
技
術
は
重
要
で

す
が
、
そ
れ
だ
け
で
人
間
社
会
が
平
和
に
な
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
文
明
が
興

亡
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
、
日
々
の
食
料
や
飲

み
水
に
不
自
由
し
、
病
気
に
苦
し
む
人
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
先
進
国
と
言
わ
れ
る
国
に
お
い
て

も
、
日
常
生
活
に
困
る
人
や
身
体
や
精
神
に
病
気

や
障
害
の
あ
る
人
も
い
ま
す
。

　
地
球
と
い
う
一
つ
の
空
間
、
同
じ
時
間
に
生
き

て
い
る
人
間
同
士
、
病
気
や
障
害
の
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
間
が
分
け
隔
て
な
く

生
き
て
い
け
る
社
会
に
す
べ
き
で
す
。
そ
れ
に

は
、
科
学
技
術
の
進
歩
と
同
時
に
、
そ
の
科
学
技

術
が
平
和
で
安
全
な
社
会
を
築
く
た
め
に
有
効

に
機
能
さ
せ
る
精
神
が
育
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
大
切
な
の
は
、
す
べ
て
の
人
が
平
和
で
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
く
こ
と
。
そ
れ
が
で
き
る

の
は
人
間
で
す
。
そ
の
よ
う
な
社
会
を
築
く
こ
と

に
、
寄
与
で
き
る
人
間
を
育
て
る
の
は
教
育
で

す
。
本
学
は
、
そ
う
し
た
人
間
を
育
て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
有
用
な
教
育
が
展

開
で
き
る
よ
う
努
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
短
大
が
で
き
、
有
為
な
人
材
の
育
成

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
短
大
に

は
限
界
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
せ
っ
か
く
特

別
支
援
学
校
教
諭
の
免
許
を
取
っ
て
も
小
学
校

教
員
の
免
許
が
取
れ
な
い
た
め
、
そ
れ
を
十
分
に

生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も
大
学

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

植
草
学
園
大
学
の
設
立

　
そ
こ
で
、
大
学
の
開
設
に
向
け
て
動
き
始
め
ま

す
。ち
ょ
う
ど
植
草
学
園
の
百
周
年
の
時
で
し
た
。

記
念
式
典
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
と
と
も
に
、
植
草

学
園
の
長
期
計
画
が
作
成
さ
れ
、
そ
こ
に
大
学
を

数
年
後
に
作
る
と
明
示
さ
れ
た
の
で
す
。

　
最
初
は
、
１
学
部
だ
け
作
る
構
想
で
し
た
。
教

育
・
福
祉
・
保
健
医
療
を
含
ん
だ
学
部
を
作
り
、

障
害
者
支
援
の
専
門
性
を
も
つ
人
材
の
養
成
を

し
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
計
画
を
文
部
科
学
省
に
も
っ
て

い
っ
た
と
こ
ろ
「
教
育
と
福
祉
は
一
つ
と
し
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
保
健
医
療
は
学

部
と
し
て
一
緒
に
す
る
の
は
無
理
で
は
な
い
か
」

と
い
っ
た
よ
う
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
教
育
と
福
祉
関
係
を
発
達
教
育
学
部
と

し
、
保
健
医
療
を
保
健
医
療
学
部
と
し
、
二
つ
の

学
部
に
分
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
す
か
ら
、
二
つ
の
学
部
に
分
か
れ
て
は
い
る

植
草
学
園
大
学
で
学
ぶ
学
生
と
、

本
学
を
志
望
す
る
高
校
生
へ

　
私
が
子
ど
も
だ
っ
た
頃
は
、
日
本
全
体
が
食
べ

る
の
が
大
変
な
ほ
ど
貧
し
い
時
代
で
し
た
。
そ
ん

な
中
で
、
私
の
親
は
小
学
生
の
私
を
書
道
の
塾
に

通
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
大
学

に
進
学
し
て
書
道
を
専
攻
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
学
で
は
文
字
学
に
出
会
い
、
強
い
興
味

を
感
じ
ま
し
た
。
の
ち
に
、
そ
の
文
字
学
の
先
生

の
縁
で
大
学
教
員
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
自
分
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
大

学
時
代
に
強
く
興
味
を
も
て
る
こ
と
に
出
会
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
自
分
の
進
路
は
漠

然
と
し
た
も
の
で
し
た
。

　
ま
ず
は
、
自
分
の
置
か
れ
た
環
境
の
中
で
、
自

分
に
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
。
い
ろ
い
ろ

な
先
生
や
周
囲
の
人
と
接
す
る
中
で
、
自
分
が
興

味
を
感
じ
た
こ
と
に
向
か
っ
て
前
進
し
て
み
る

こ
と
。
先
に
何
が
あ
る
か
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
興
味
を
も
っ
た
こ
と
に
向
か
っ
て
進
む
こ

と
。
そ
こ
か
ら
、
自
分
が
変
わ
り
始
め
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

も
の
の
、
も
と
も
と
二
つ
の
学
部
が
め
ざ
し
て
い

た
の
は
障
害
者
支
援
の
た
め
の
人
材
養
成
を
行

う
と
い
う
こ
と
で
、
同
じ
だ
っ
た
の
で
す
。

大
学
づ
く
り
に
終
わ
り
は
な
い

　
苦
労
が
実
っ
て
大
学
設
立
の
認
可
が
下
り
た

時
は
、
大
き
な
達
成
感
が
あ
り
嬉
し
か
っ
た
で
す

が
、
同
時
に
や
っ
と
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ

と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
が
重
要
だ
と
気
を
引
き
締

め
ま
し
た
。
実
は
、
大
学
設
立
の
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
指
導
を
し
て
く
れ
た
先
生
が
い
ま
し
た
。
そ

の
先
生
が
、
よ
く
こ
ん
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。

　「
大
学
設
立
に
あ
た
っ
て
は
実
に
た
く
さ
ん
の

問
題
が
出
て
く
る
が
、
一
つ
ひ
と
つ
地
道
な
努
力

で
ク
リ
ア
し
て
い
け
ば
必
ず
認
可
は
下
り
る
。
し

か
し
、
認
可
を
も
ら
う
こ
と
が
最
終
の
目
的
で
は

な
い
は
ず
だ
。
そ
の
後
に
、
大
学
に
精
神
を
入
れ

る
こ
と
が
一
番
大
事
な
ん
だ
」
と
。
ま
っ
た
く
そ

の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
の
大
学
づ
く
り
は

今
も
行
っ
て
い
る
最
中
で
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

続
け
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
出
前
学
長
の
教
育
観

　
小
出
先
生
は
、
よ
く
野
の
花
の
話
を
さ
れ
ま

す
。「
立
派
に
堂
々
と
咲
く
花
も
あ
れ
ば
、
片
隅

で
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
『
す
み
れ
』
や
『
は
こ
べ
の

誠実でやさしいお人柄で「心の教育̶ 感じ合い･分かり合い･支え合い」を導き、                   「挨拶飛び交う植草学園」「笑顔あふれる植草学園」を築く。

植草学園大学

学長  浦野  俊則

学校法人植草学園

理事長 学園長　植草  和典



専任教員・研究室紹介
教授・准教授・講師・の先生方の研究室をのぞいてみました!

児童障害福祉専攻　漆澤　恭子  教授

発達障害、認知神経心理学、児童精神医学専門分野

児童障害福祉専攻　田村　光子  准教授

障害教育・福祉専門分野

児童障害福祉専攻　松原　敬子  准教授

幼児体育・レクリエーション専門分野

児童障害福祉専攻　相磯　友子  講師

特別なニーズ教育・異文化間心理専門分野

児童障害福祉専攻　山本　邦晴  教授・図書館長

特別支援教育専門分野

児童障害福祉専攻　佐藤　愼二  教授・専攻主任

特別支援教育、発達障害専門分野

地域介護福祉専攻　清宮　宏臣  講師

高齢者福祉専門分野

地域介護福祉専攻　山田　美知代  講師

在宅看護、老年看護専門分野

地域介護福祉専攻　川村　博子  教授

就労支援、職業リハビリテーション、キャリア形成支援専門分野

地域介護福祉専攻　井口　ひとみ  准教授

基礎看護学専門分野

地域介護福祉専攻　中西　正人  講師

介護福祉専門分野

地域介護福祉専攻　今井　訓子  准教授

成人看護学専門分野

地域介護福祉専攻　松井　奈美  教授

地域福祉、介護福祉キャリア形成支援専門分野

児童障害福祉専攻　中坪　晃一  教授・学長

障害教育・福祉専門分野

児童障害福祉専攻　黒田　静江  准教授

音楽教育専門分野

児童障害福祉専攻　根本　曜子  講師

社会福祉専門分野

児童障害福祉専攻　高倉　誠一  准教授

障害教育・福祉専門分野

児童障害福祉専攻　浅川　繭子  准教授

幼児教育専門分野

地域介護福祉専攻　布施　千草  
介護福祉教育・看護教育専門分野

教授・学科長・
専攻主任

短大の先生方の表情豊かな写真を、研究室におじゃまして撮影しました。そして、学生たちも一緒に、楽しそうなゼミの一コマをパチリ。

先生方は教育者であるとともに、研究者でもあります。ですから先生方がいる部屋は職員室ではなく、研究室と呼ばれます。研究をする部屋ですが、

ゼミを行う方もいます。ゼミとは、先生からの一方的な講義ではなく、学生からも発表をしたり、さまざま積極的に参加する少人数の授業です。

中坪
ゼミ

根本
ゼミ

浅川
ゼミ

山本
ゼミ

高倉
ゼミ

田村
ゼミ

漆澤
ゼミ

松原
ゼミ

黒田
ゼミ
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【
表
彰
】

　こ
の
た
び
、
田
村
尚
雄
先
生
が
平
成
25
年
度
文
部

科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表
彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
顧
問
と
し
て
、
類
い
稀
な
指

導
力
で
常
に
千
葉
県
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
成
績
を
維
持

し
、
全
国
大
会
に
お
い
て
も
輝
か
し
い
戦
績
を
収
め
、

優
秀
な
選
手
を
数
多
く
輩
出
し
て
い
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　表
彰
式
は
、
平
成
26
年
1
月
27
日
に
東
京
都
港
区

芝
公
園
の
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
タ
イ
ア
ッ
プ
ク
ラ
ス
】

高
校
最
後
の
幼
稚
園
実
習

　1
月
22
日
、
3
年
生
タ
イ
ア
ッ
プ
ク
ラ
ス
「
発
達

と
保
育
」
の
授
業
選
択
者
が
弁
天
幼
稚
園
の
遊
戯
室

に
て
実
習
を
行
い
ま
し
た
。「
伝
承
遊
び
」
を
テ
ー
マ

に
、お
手
玉
・
か
る
た
・
ぽ
っ
く
り
・
輪
投
げ
・
射
的
・

紙
相
撲
・
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
蛙
・
魚
釣
り
を
縁
日
風
に

し
て
園
児
と
触
れ
合
い
ま
し
た
。
道
具
は
す
べ
て
手

作
り
。
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
作
り
方
を
調
べ
、

自
分
た
ち
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
制
作
し
た
お
も

ち
ゃ
は
ど
れ
も
個
性
的
で
す
。

　初
め
に
年
少
さ
ん
が
来
店
。
生
徒
は
少
々
緊
張
し

て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で
す
ぐ
に
打

ち
解
け
ま
し
た
。
難
し
い
遊
び
は
手
取
り
足
取
り
や

さ
し
く
教
え
て
あ
げ
ま
し
た
。
年
中
さ
ん
は
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
来
店
。
ご
褒
美
の
メ
ダ
ル
や
カ
ー
ド

を
集
め
る
の
に
必
死
な
様
子
で
し
た
。
年
長
さ
ん
は

さ
す
が
何
を
や
る
に
も
本
気
。
特
に
か
る
た
は
す
ご

い
勢
い
で
し
た
。
ぽ
っ
く
り
も
生
徒
と
競
争
し
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
ア
ッ
と
い
う
間
の
2
時
間
で
し
た

が
、
し
っ
か
り
昔
な
が
ら
の
手
作
り
遊
び
を
伝
え
、

素
晴
ら
し
い
時
間
を
共
有
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

【
芸
術
】

芸
術
鑑
賞
会

　11
月
11
日
に
千
葉
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、
芸

術
鑑
賞
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
3
回
目
と
な
る
今

年
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
鑑
賞
。
ニ
ュ
ー
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
千
葉
の
総
勢
50
名
の
方
々
に

よ
る
演
奏
に
、
本
校
生
徒
・
職
員
・
保
護
者
や
近
隣

の
方
々
な
ど
皆
が
心
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
弦
楽
器
を
主
体
と
し
、
そ
れ
に

管
楽
器
、
打
楽
器
が
加
わ
っ
た
編
成
で
す
。
す
べ
て

の
楽
器
の
音
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
音
た
ち
が
踊
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
素
敵
な
音
楽

が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
目
を
閉
じ
る
と
一
瞬
に
し

て
目
の
前
に
情
景
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
な
演
奏
に
、

会
場
は
一
瞬
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
世
界
に
染
ま
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　今
回
は
初
心
者
の
私
た
ち
で
も
楽
し
め
る
よ
う
に
、

演
奏
者
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
を
馴
染
み
の
あ

る
曲
で
面
白
く
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
特
に

演
奏
が
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
ハ
ー
プ
の
紹
介
で

は
そ
の
美
し
い
音
色
に
感
動
し
ま
し
た
。

　生
で
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
機
会
が
あ
ま
り
な
い

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
世
界
を
実
感
で
き
、
ま
た
素
晴
ら

し
い
演
奏
に
心
地
良
さ
や
感
動
を
与
え
ら
れ
た
素
敵

な
鑑
賞
会
と
な
り
ま
し
た
。
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植草学園大学
附属弁天幼稚園

より

田
村
尚
雄
先
生
、
優
秀
教
職
員
表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

より
植草学園大学附属高等学校

田村先生 表彰

ソフトテニス部

弓道部

芸術鑑賞会

ぽっくり

卒園式
雪遊び

お芋掘り

素敵なオブジェ

餅つき会

魚釣り

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
、
た
く
さ
ん
の
思

い
出
を
胸
に
卒
園
児
34
名
が
3
月
14
日
に
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
卒
園
式
前
日
に
は
、
在
園
児

と
そ
の
保
護
者
に
一
日
早
い
「
卒
園
お
め
で
と
う
」

の
お
祝
い
の
言
葉
と
お
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、

花
道
の
間
を
卒
園
児
と
そ
の
保
護
者
が
温
か
な
思
い

を
胸
い
っ
ぱ
い
に
し
帰
路
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　平
成
25
年
度
の
後
半
を
振
り
返
り
ま
す
。

　実
り
の
秋
、
幼
稚
園
や
登
園
時
に
拾
っ
た
落
ち
葉

や
木
の
実
を
使
っ
て
、
素
敵
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
お

い
し
そ
う
な
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
、
オ
ブ
ジ
ェ
を
作
り
ま

し
た
。
ま
た
、
年
中
組
は
、
造
形
教
室
で
い
ろ
い
ろ

な
素
材
を
使
っ
た
芸
術
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
そ
し
て
芋
掘
り
遠
足
、
土
を
掘
り
大
き
な
お

芋
が
出
て
き
た
ら
大
喜
び
、
掘
り
上
げ
た
お
芋
は
自

分
の
袋
に
入
れ
て
持
ち
帰
り
、
お
母
さ
ん
に
お
料
理

し
て
も
ら
い
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　冬
、
年
の
初
め
の
餅
つ
き
会
。
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
竈
で
も
ち
米
を
蒸
し
、
み
ん

な
で
餅
を
つ
い
た
り
丸
め
た
り
し
て
楽
し
み
ま
し

た
。
み
ん
な
で
つ
い
た
お
餅
は
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
。
今
年
は
千
葉
県
も
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
園

庭
の
秋
楡
（
あ
き

に
れ

）
の
木
が
雪
の
重
み
で
折
れ
る
と
い

う
大
事
が
あ
り
ま
し
た
。
大
人
は
大
変
な
思
い
を
し

て
出
勤
し
た
り
雪
か
き
を
し
た
り
し
ま
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
雪
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　そ
し
て
春
。
新
し
い
子
ど
も
た
ち
と
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。

い

U E K U S A  S c h o o l  N e w s U E K U S A  S c h o o l  N e w s

大喜びの秋の芋掘り遠足。

とてもおいしかった、

年の初めの餅つき会のお餅。

【国公立大学】
千葉大学　文学部　史学科　合格
東京医科歯科大学　歯学部　口腔保健学科　合格
北海道教育大学　教育学部　旭川校　
　　　　　　　　教員養成課程　数学教育専攻　合格

進路状況

　附属高校として植草学園大学や同短大へ

の進学はもとより、毎年、国公立大学への

合格者を出しています。

　また、今年は慶応義塾大学への進学者も

出すことができました。4年制大学には全

国平均47％を上回る61％という高い進学

実績を残しています。

【平成25年度進路状況】

【英検】  平成25年度英検合格状況　準1級
　　　　　　　　　　　　　　　　　2級

1名
26名

祝
合
格

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

文
部
科
学
大
臣

　優
秀
教
職
員
表
彰

保
健
・
体
育
科

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
顧
問

　田
村  

尚
雄 

先
生

【部活動実績】

●吹奏楽部

・ジョイントコンサート開催

・千葉県吹奏楽コンクール

●弓道部

・関東大会千葉県予選

・千葉県高校総体

・関東個人千葉県予選

・千葉県高校新人大会

●ソフトテニス部

・全日本選抜ソフトテニス大会

・千葉県選手権大会

・関東大会千葉県予選会

・関東大会

・千葉県高校総体

・ハイスクールジャパンカップ

・全国高校総体（インターハイ）

・国民体育大会

・全日本ソフトテニス選手権大会

　　　　

Ｂ部門銀賞

出場

出場

出場

出場

団体準優勝

個人2位

団体2位

個人優勝・3位・5位

団体3位

個人5位

団体優勝

個人優勝・5位

　ダブルス・シングルス出場

団体5位

個人5回戦（ベスト16）

少年女子4位

出場

●なぎなた部

・関東大会千葉県予選

　

・関東大会

・千葉県高校総体

・全国高校総体（インターハイ）

・千葉県なぎなた大会

・千葉県新人大会

・全国選抜大会

●バレーボール部

・関東大会千葉県予選会

・関東大会

・千葉県高校総体

・1年生大会

・千葉県私学大会

・関東私学大会

・千葉県高校新人大会

演技2位

個人5位

出場

演技2位

個人2位

　演技ベスト32

個人出場

演技優勝

個人優勝・3位

団体優勝

個人優勝

演技優勝

団体・個人出場

6位

初出場

5位

準優勝

優勝

出場

5位

●バトントワリング部

・全国高校ダンスドリル選手権大会関東大会

・全国高校ダンスドリル選手権大会

・ジャパンカップ全国高校選抜大会

・ＭＢ千葉県大会

　　関東大会

　　全国大会

●新体操

・関東大会

・全日本ユースチャンピオンシップ

・千葉県高校総体

・全国高校総体（インターハイ）

・千葉県高校新人大会

・全日本選手権

●フィギュアスケート

・全国高校総体（インターハイ）

5位

出場

ポンポン部門5位

金賞

金賞

銀賞

個人総合3位

個人総合優勝

優勝

個人総合4位

種目別リボン優勝

個人優勝

個人総合3位

出場

植草学園大学　　発達教育学部
　　　　　　　　保健医療学部
植草学園短期大学

15名
1名

14名
61.1%
大学

14.8%
短大
9.3%

専門学校

9.9%
その他（留学等）

4.9%
就職



1
年
に
本
を
1
0
0
冊
読
む

学
生
を
育
て
た
い

音
楽
関
係
の
授
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
よ
り
よ
く
音
楽
を
味
わ
い
楽
し
め
る
よ
う

に
、
教
師
・
保
育
者
は
「
何
を
」「
ど
う
」「
ど
ん
な

言
葉
で
」
音
楽
活
動
を
構
成
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
考

え
て
い
ま
す
。

実
習
は
主
に
幼
稚
園
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
幼
稚

園
や
保
育
園
の
先
生
と
い
う
と
、
多
く
の
方
が
ピ
ア

ノ
を
連
想
す
る
よ
う
で
す
。「
ピ
ア
ノ
は
習
っ
た
こ

と
が
な
く
て
…
」
と
不
安
に
思
い
な
が
ら
入
学
し
て

く
る
学
生
も
い
ま
す
が
、
心
配
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
毎
日
練
習
す
れ
ば
、
誰
で
も
必
ず
（
あ
る
程

度
は
）
弾
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
毎
日
ピ
ア
ノ
を
練
習
す
る
」
と
い
う
よ
う
に
、

毎
日
継
続
し
て
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
は
学
習
上
と

て
も
有
益
で
す
。
例
え
ば
、「
毎
日
、
新
聞
を
読
む
」

こ
と
に
よ
っ
て
、
語
彙
が
増
え
、
文
章
の
書
き
方
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
他
人
に
わ
か
っ
て
も
ら

え
る
文
章
を
書
く
た
め
に
は
、
多
量
の
読
書
で
言
葉

に
関
す
る
感
覚
を
育
て
る
必
要
が
あ
る
。
1
年
に

1
0
0
冊
は
本
を
読
め
」
と
私
は
学
生
時
代
に
指
導

さ
れ
ま
し
た
。

読
書
を
通
し
て
身
に
つ
け
た
力
は
、
よ
り
よ
い
教

育
・
保
育
を
実
践
し
て
い
く
た
め
に
、
さ
ら
に
あ
な

た
自
身
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
必
ず
役
立

ち
ま
す
。
音
楽
を
楽
し
む
よ
う
に
、
読
書
の
世
界
に

も
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
合
言
葉
は
「
め
ざ
せ
！

1
0
0
冊
！
」
で
す
。

基
本
を
踏
ま
え
た
「
型
破
り
」
な

支
援
を
め
ざ
し
て

数
十
年
ぶ
り
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
。
そ
こ
で
、
い
く
つ

の
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
腕
を
振
る
動
作
、
踏
ん
張

る
足
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
ろ
う
と
す
る
体
の
動
き
、
意

外
と
か
く
汗
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
備

軍
の
私
に
と
っ
て
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
体
に
や
さ
し
い

適
度
な
運
動
と
な
る
と
い
う
発
見
で
す
。

ま
た
別
の
発
見
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ォ
ー
ム
の
ボ

ウ
ラ
ー
が
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
が
全
く
異

な
る
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
な
が
ら
、
ス
コ
ア
が
高
く
安

定
し
て
い
る
と
い
う
、
不
思
議
な
発
見
で
す
。
こ
の

不
思
議
に
つ
い
て
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
職
員
や
セ
ン
タ

ー
所
属
の
プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー
の
方
々
な
ど
に
そ
れ
と
な

く
話
を
聞
く
と
、
体
の
使
い
方
や
留
意
点
な
ど
、
ど

う
や
ら
「
基
本
」
が
あ
る
よ
う
な
の
で
す
。「
基
本
」

を
踏
ま
え
た
上
で
の
独
自
の
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
こ
と

の
よ
う
な
の
で
す
。

こ
の
「
基
本
」
で
い
つ
も
思
い
出
す
の
が
、
某
テ

レ
ビ
番
組
で
歌
舞
伎
役
者
（
18
代
目
中
村
勘
三
郎
）

が
落
語
家
の
話
と
し
て
語
っ
た
「
か
た
（
形
ま
た
は

型
）
な
し
」
と
「
型
破
り
」
で
す
。
型
（
基
本
）
の
な

い
人
が
、
い
ろ
い
ろ
と
や
る
こ
と
を
「
か
た
な
し
」、

型
（
基
本
）
が
あ
る
人
が
、
型
を
破
っ
て
い
ろ
い
ろ

と
や
る
こ
と
を
「
型
破
り
」
と
い
う
ら
し
い
の
で
す
。

こ
れ
は
、
何
事
に
も
通
ず
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

介
護
福
祉
の
場
で
出
会
う
方
に
対
し
て
、「
か
た
な

し
」
の
支
援
で
は
な
く
、「
基
本
」
を
踏
ま
え
た
上
で

そ
の
方
に
ふ
さ
わ
し
い
「
型
破
り
」
な
支
援
が
で
き

る
介
護
福
祉
士
を
め
ざ
し
た
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
先
生
に
会
う
だ
け
で

元
気
に
な
れ
る
！ 

保
育
者
に

保
育
者
養
成
に
関
わ
り
な
が
ら
、
保
育
園
に
通

う
子
ど
も
を
育
て
て
い
ま
す
。
保
育
者
は
、
子
ど

も
と
関
わ
る
仕
事
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

実

は
、
保
護
者
を
支
え
る
の
も
重
要
な
仕
事
の
一
つ

で
す
。

子
ど
も
が
保
育
園
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
、
先

生
方
に
教
わ
っ
た
り
励
ま
さ
れ
た
り
、
支
え
て
も

ら
っ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
落
ち

込
ん
で
い
て
も
、
顔
を
見
る
だ
け
で
、
一
言
話
を

す
る
だ
け
で
元
気
に
な
れ
る
先
生
。
担
任
で
な
く

と
も
子
ど
も
に
声
を
か
け
て
く
れ
る
先
生
。
い
ろ

い
ろ
な
人
に
助
け
て
も
ら
っ
て
子
育
て
で
き
る
こ

と
を
実
感
し
ま
す
。
保
護
者
が
元
気
に
な
る
と
子

ど
も
も
元
気
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
を
支
え
る
保
護
者
に
も
さ
り
げ
な
く
支
援

で
き
る
保
育
者
を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
興
味
・
関
心
に
合

わ
せ
て
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
コ
ツ
コ
ツ
と
卒
業
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
。
文
章
の
し
っ
か
り
書
け
る

保
育
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
の
で
、
細
か
く
文
章
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
。
何
気
な
い
一
言
で
子
ど

も
や
保
護
者
は
傷
つ
い
た
り
励
ま
さ
れ
た
り
し
ま

す
。
そ
の
た
め
「
こ
と
ば
」
に
こ
だ
わ
っ
て
「
細
か

い
！
」
と
言
わ
れ
よ
う
と
も
、
文
章
チ
ェ
ッ
ク
を
続

け
ま
す
。
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お父さん・お母さんも
一緒に喜びの瞬間

年少児の集団での取り組み発表会（年少児）

発表会（年長児）

つきたてのお餅を丸めて

修了証書を手に輝く子どもたち

植草弁天保育園
より

ど
も
は
遊
び
や
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
人
と
の

関
わ
り
方
を
知
り
人
間
関
係
を
学
ぶ
機
会
に

も
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
り
す
る

こ
と
は
、
生
活
経
験
の
乏
し
い
子
ど
も
に
と
っ
て
は

当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
、
自

分
と
違
う
考
え
方
や
思
い
に
気
付
か
せ
た
り
、
振

り
返
り
（
内
省
）
を
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。

　当
幼
稚
園
で
は
年
度
当

初
、
園
児
の
興
味
・
関
心

を
も
と
に
自
由
に
遊
ぶ
時

間
を
多
く
設
け
、
次
第
に

数
人
や
集
団
で
遊
ぶ
楽
し

さ
を
経
験
で
き
る
よ
う
働

き
か
け
た
り
、
保
育
の
な

か
で
集
団
遊
び
や
ゲ
ー
ム

を
採
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
こ
で
友
と
関
わ
り
あ
う

こ
と
の
楽
し
さ
や
難
し
さ

を
知
る
経
験
は
、
何
も
の

に
も
代
え
が
た
い
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
毎
月
の
誕
生
会
を
は
じ
め
、
遠
足
、
隔
月

に
実
施
さ
れ
る
避
難
訓
練
、
子
ど
も
の
日
の
集
い
、

運
動
会
や
発
表
会
な
ど
の
メ
イ
ン
的
な
行
事
、
日
本

の
伝
統
的
な
餅
つ
き
会
、
節
分
で
の
豆
ま
き
等
、
い

ろ
い
ろ
な
行
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
ひ
と

つ
の
行
事
は
、
生
活
し
て
い
く
上
で
大
切
な
こ
と
を

教
え
学
ば
せ
生
き
る
力
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
責
任
を
果
た
し
成
就
感
を
味
わ
っ
た
り
、
協
力

す
る
大
切
さ
を
学
ん
だ
り
、
感
受
性
を
豊
か
に
す
る

な
ど
、
日
常
の
保
育
と
相
ま
っ
て
知
徳
体
の
調
和
の

と
れ
た
人
間
形
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　こ
こ
で
た
く
さ
ん
の

行
事
の
な
か
の
ひ
と
つ
、

餅
つ
き
会
を
紹
介
し
ま

す
。
父
母
の
会
役
員
さ

ん
が
餅
米
を
洗
米
し
、

地
域
の
方
々
が
薪
を

使
っ
て
餅
米
を
蒸
す
工
程
、
杵
と
臼
を
使
っ
て
絶
妙

な
間
合
い
で
餅
を
つ
く
工
程
を
園
児
に
見
せ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
園
児
自
身
が
餅
つ
き
を
し
た
り
、
つ

き
た
て
を
手
で
丸
め
た
り
す
る
餅
つ
き
会
は
、
園
児

の
心
に
一
生
残
る
と
思
い
ま
す
し
、
大
人
の
力
強

さ
を
感
じ
さ
せ
る
良
い
機
会
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　本
物
に
触
れ
さ
せ
る
に
は
、
お
金
と
手
間
暇
が
必

要
で
す
。
父
母
の
会
や
地
域
の
方
々
の
お
陰
だ
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
が
保
護
者
や
地
域
の
人
々

と
、
思
い
や
価
値
観
で
繋
が
る
こ
と
は
、
目
に
見
え

な
い
大
き
な
活
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
い
つ
ま
で

も
こ
の
素
晴
ら
し
い
繋
が
る
力
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
と
考
え
て

い
ま
す
。

子
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集団遊びやゲーム、行事を

通じて、人とひとの関わり方

を知り、人間関係を学ぶ。

る
3
月
18
日
（
木
）、
幼
稚
園
と
の
合
同
卒

園
式
が
行
わ
れ
4
人
の
年
長
児
が
巣
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。
卒
園
式
の
会
場
に
入
場
し
て
き
た
時

の
表
情
は
、
今
ま
で
に
見
た
こ
と
の
な
い
キ
リ
ッ
と

引
き
締
ま
り
緊
張
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、「
こ
ん
な

に
大
き
く
な
っ
た
よ
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
誇
ら
し

げ
で
、
自
信
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
目
の

前
に
い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
な
が
ら
、
ま
だ
ヨ

チ
ヨ
チ
歩
き
だ
っ
た
頃
の
姿
が
目
に
浮
か
び
感
無
量

で
し
た
。

　そ
し
て
4
月
、
0
歳
児
10
名
・
1
歳
児
6
名
が
入

園
し
て
き
て
、
賑
や
か
に
泣
き
声
が
聞
こ
え
る
な
か

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
初
め
て
親
か
ら
離

れ
る
の
で
す
か
ら
泣
く
の
は
当
た
り
前
、
大
人
に
は

想
像
で
き
な
い
程
の
不
安
で
い
っ
ぱ
い
な
の
で
す
。

そ
の
不
安
を
和
ら
げ
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　植
草
弁
天
保
育
園
で
は
、
ゆ
る
や
か
な
担
当
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。
特
定
の
保
育
士
が
特
定
の
子
ど
も

に
対
し
て
継
続
的
に
関
わ
る
こ
と
で
信
頼
関
係
を
築

き
、
子
ど
も
に
と
っ
て
保
育
園
で
生
活
し
て
い
る
時

の
「
安
全
基
地
」
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　乳
幼
児
期
に
人
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
自
分
が

大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
を
も
つ
こ
と
で

「
安
心
し
、
自
己
肯
定
感
を
も
ち
、
十
分
自
己
発
揮
」

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
保
育

者
は
ど
の
よ
う
な
環
境
を
作
り
、
ど
の
よ
う
な
援
助

を
す
れ
ば
良
い
か
を
意
識
し
保
育
し
て
い
く
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

去子どもたちが「安心し、自己

肯定感をもち、十分自己発揮」

できるようになるために。

植草学園短期大学　福祉学科　

地域介護福祉専攻　講師　

清宮　宏臣

“踏ん張る足”に大切な私の靴です

植草学園短期大学　福祉学科　

児童障害福祉専攻　講師　

相磯　友子

ゼミの学生たちと一緒に

　

「
よ
く
遊
び
、よ
く
学
ぶ
」

私
は
、
幼
い
頃
に
は
じ
め
た
ス
ポ
ー
ツ
で
大
学

に
進
み
、
体
育
を
学
ん
だ
後
に
理
学
療
法
士
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
で
理
学
療
法
士
10
年
目
に
な
り

ま
す
が
、
主
に
外
科
術
後
の
呼
吸
理
学
療
法
業
務

に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
間
に
大
学

院
へ
進
学
し
、
呼
吸
理
学
療
法
手
技
の
有
効
性
に

つ
い
て
研
究
を
始
め
、
現
在
も
続
け
て
い
ま
す
。

大
学
で
は
理
学
療
法
概
論
、
理
学
療
法
評
価
学

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
院
時
代
に
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
で
歩
行
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
用
し

た
障
害
者
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
従
事
し
て
い
た
経

験
を
活
か
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
工
学
と
い

う
授
業
も
担
当
し
て
い
ま
す
。
学
生
に
は
、
医
療

の
み
な
ら
ず
新
し
い
分
野
で
理
学
療
法
を
展
開
で

き
る
人
材
に
育
っ
て
欲
し
い
と
願
い
、
日
々
教
育

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

先
日
、
千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
開
業
25
周
年
記

念
駅
伝
に
学
生
と
出
場
し
ま
し
た
。
出
場
す
る
に

あ
た
り
、
チ
ー
ム
名
を
決
め
た
り
、
お
揃
い
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
作
っ
た
り
、
走
っ
た
後
の
食
事
を

楽
し
み
に
、
み
ん
な
で
襷
を
つ
な
ぎ
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

理
学
療
法
士
は
、い
つ
何
時
も
、人
を
対
象
に
し
、

種
々
の
職
種
と
関
わ
れ
る
能
力
を
求
め
ら
れ
る
職

種
で
す
。
勉
強
以
外
の
時
間
や
物
事
に
も
、
自
分

な
り
に
な
ん
ら
か
の
価
値
を
見
出
し
、
精
一
杯
の

力
を
注
げ
る
、
そ
ん
な
学
生
を
研
究
室
で
待
っ
て

い
ま
す
。

植草学園大学　保健医療学部　　

理学療法学科　助教　

田上　未来

ストレッチの指導を受けている様子
（さすが理学療法をめざす学生です）

ちばモノレール
駅伝2014にて

植草学園大学　発達教育学部　

発達支援教育学科　准教授　

髙木　夏奈子

研究室にて

教 授 ･ 講 師 陣  紹 介

植草学園大学
附属美浜幼稚園

より
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ゼミ紹介
&

授業紹介

ヒトの身体と運動能力は、生まれてから常に発達し続けます。ヒトは3000g前後で

生まれてきますが、身長で約4倍、体重では約20倍にも成長していきます。ヒトの身

体の成長のスピードは一定ではないことは経験的にわかると思いますが、なぜでしょ

うか？ この授業では、まずこのヒトの身体の成長のメカニズムをしっかりと学びます。

また、生まれてすぐの時には何もできなかった赤ちゃんが、ハイハイをするように

なって、立ち、そして歩くようになります。手も物を掴むだけでなく、小さなものを

指で器用に扱ったりできるようになります。これらのヒト特有の基礎運動能力である

二足歩行や器用な手の運動は教わってできるようになったことではありません。この

ような基礎的な運動能力がどのようにして獲得されるようになったかについても学ん

でいきます。

基礎的な運動能力を獲得して、4～5歳くらいになるとさらに複雑な動きを含む運動

遊びやスポーツをするようになります。この時、誰もが子どもの運動能力を伸ばして

あげたいと考えると思います。最新の科学的な知見より、子どもの運動能力を大きく

向上させられる具体的な時期や運動やトレーニングなどが明らかになり、これらに基

づいて、子どもの運動能力をさらに向上できる方法が考案されています。本授業では

最新の理論に基づいた運動学習の仕組みとそれを向上させる方法についても扱います。

最近の子どもは、親の世代よりも体格（身長・体重）は向上していますが、50m走、

ソフトボール投げなどの運動能力は低くなっていることが知られています。この体力

低下問題は未だ解決されていません。本授業でヒトの身体と運動能力の基礎的な理論

をしっかりと学んだ学生が、将来的に自分の受け持った子どもたちの運動能力を伸ば

して、元気で運動好きな子どもを増やすことができる指導者になってくれればと思っ

ています。

植草学園大学　発達教育学部　
発達支援教育学科　

遠藤　隆志

身体・運動能力発達論
発達教育学部　保育・発達基礎科目

発達教育学部　発達支援教育学科　
4年　板垣　咲良
宮城県私立常盤木学園高等学校出身

漢字の今昔漢字の今昔

｜

第
十
二
回

｜

【無】

平成25年度事業平成24年度寄付金額寄付金の指定用途

平成 25 年度中は「植草学園教育研究振興資金」に多額の寄付をいただき、誠にありがとうございました。

この寄付にあたっては、寄付者の意志が反映できるよう用途を指定できます。

平成 24 年度にみなさまからいただいた寄付金は、平成 25 年度において、各校事業に下記のとおり充当させていただきました。

大学・短期大学の環境整備

附属高校の環境整備

学生・生徒奨学金

用途指定なし

685,000円

620,000円

2,670,000円

5,179,469円

◎植草学園教育研究振興資金の実績報告◎

M棟ピアノ練習室ピアノ5台購入費用（268万円）に全額充当しました。

ゲートボール場整備費用（100万円）に全額充当しました。

家計急変学生1名の奨学金、東日本大震災被災学生5名の授業料等減免費(464万円)に全額充当しました。

大学・高校スカラシップ生の授業料等減免費(1,112万円)に全額充当しました。

多くのみなさまのご協力とご厚志に心よりお礼申し上げます。引き続き、教育研究振興資金へのご芳志をお寄せいただきたくお願い申し上げます。

◎植草学園教育研究振興資金　寄付者ご芳名簿  （平成25年10月1日～平成26年3月31日）順不同 敬称略

稲岡　智子　　岩舘　美枝　　植草　完　　　植草　史江　　高橋　弘干　　植草　和典　　植草　一世　　勝呂　哲　　　
古川　繁子　　河野　光子　　高倉　誠一　　鏡味　勝　　　伊藤　淳一　　浜岡　みどり　伊藤　辰男　　匿名希望　　　
植草学園さくら会　　植草学園大学・植草学園短期大学後援会

平成 25年度実績　　　寄付件数　延べ 135 件　　寄附額　33,498,000 円

遠藤先生の授業では、身体と運動能力の両方の発達について

学びました。授業では、理解を助けるためのプリントが毎回た

くさん配られ、また、スライドではわかりやすい画像や動画な

どが使われるので、とても理解が深まりました。

先生はいつでもフレンドリーで、授業中でも素朴な質問に真

剣に答えてくださるので、いろいろな知識も増えました。授業

では、ヒトの男女差が現れる仕組みなど難しい内容もありまし

たが、私もテニスをしているのでヒトの運動能力が上達するメ

カニズムなどはとても興味深かったです。私は子どもに関わる

職業に就こうと思っているので、子

どもの運動能力を高める具体的な方

法などは、就職後に生かせる知識に

なると思います。

ヒトを取り扱う職種や関連領域では、人体の系統解剖学的知識と解剖実習は必須で

重要な専門基礎分野の一つです。目標は、人体の構造を学び医療や医学という未知なる

世界に入るために「精緻なる人体の地図を知る」「学術解剖学用語を覚える」「医療人と

なるために、ヒトの尊厳を自覚し、医療道徳と倫理上の感性を高めること」にあります。

植草学園大学では、理学療法学科の全学生に対し、高度な医療人の育成をめざし、

解剖学教育の中で、精緻なる人体の構造を系統的、局所的に教え、それに関する学術

解剖学用語を欧文とともに憶えさせ、そこで得た人体構造の基礎知識を専門分野と臨

床に繋げる教育を一貫して行っています。

また、実物人体プラステネーション標本を使用した教育、人体解剖実習見学も行っ

ています。大学医学部で行う人体解剖実習見学を通じ、知識ばかりではなく、人間を

精神的、物質的な両側面からなる有限的な存在として自覚させて、学生一人ひとりに、

ヒトとは何か？　生きるとはどういうことなのか理解を深めさせようとしています。

医療人には一人ひとりの患者さんに対して、その背景となる環境や人間関係をきめ

細かく分析し、支援の手を差し伸べる哲学が必要となります。また、医療人にとって

死やご遺体はいつも身近なものであり、直視すべきものであります。ヒトの死に様を

体験した者と知らない者とでは心がけになんらかの差が出てきて当然です。死を直視

することは生命を直視することであり、おのずと人生の哲学を生み出します。

私は解剖学の講義と解剖学実習を通じ、それらを学生に伝えて来たつもりです。あ

る学生が残した手記に、「人体解剖実習見学を終えた今、尊い命と限りある生をより良

くするために支援する医療職の重要性を実感し、自分の未熟さと医療にかける甘さを

実感しました。また、この貴重な体験は、これからの人生の大きな自信となります」と

ありました。これこそ医療教育にとって欠かせないものであり、学生がこれを実感し

学びとってくれることは、医療教育に従事する者の冥利に尽きるものであります。

植草学園大学　保健医療学部　
理学療法学科　

齋藤　基一郎

解剖学・解剖学実習
保健医療学部　理学療法基礎科目

保健医療学部　理学療法学科　
2年　石井　雄一朗　
千葉県立長狭高等学校出身

齋藤先生の講義「解剖学」では、人体を構成する骨や筋肉、

神経系などの位置や名称および構造について学習します。解剖

学は、これから理学療法学科で専門的なことを学んでいくため

の基本であり、理解を深めていく上でも重要です。

この科目は覚えることが多く大変ですが、齋藤先生は詳しく

説明してくださり、図を用いることで難しい内容だった神経系

も理解しやすかったです。説明される際にもユーモアを交えな

がら教えてくださり、また、解剖学のことだけでなく臨床に出

てからも役立つようなことを教えて

くださるので、楽しく知識を身につ

けることができました。

前回まで、「人」に関わる文字を採りあげてきました。どれも実体が
あるものですから、その形を利用して字形を表すことができました。
それでは「ない（無）」という意味を表すには、どうするのでしょうか。
それは、「ない」の意味を表す音声「ム、ブ」と同じ音の文字を代用
したのです。同音の文字でよいということから、「無」「毋」「亡」など
が使われました。
「無」字は、本来「舞」（まう）を表す文字です。その音「ム、ブ」を
利用して「ない」の意味を表す文字として使ったのです。
「無」字の代表的な形を集め、王朝順に並べると、図のようにな
ります。見てわかるように人の立ち姿と両袖に飾りを下げている
形（図ａｂなど）で表されています。どんな飾りかはっきりしませ
んが、賑やかさを感じさせます。時代が降ると、図のように変化
します。図ｏｐは篆書体、図ｑは隷書体です。
本来「舞う」意味であった字が、「無」の意味に使われたので、「舞う」
の意味に使う字は、のちに両足（舛）を加えて、「舞」の字を使うよう
になりました。

植草学園大学　学長

浦野　俊則

殷

西

　周

春

　秋

戦

　国

秦

　漢
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～ 学 生 生 活 の 紹 介 ！ ～
私は、中学生の頃から思い描いていた夢である特別支援学校の教員にな

るため、植草学園大学に入学しました。植草学園大学には、障害者支援教

育を専門とされている先生が多いので、特別支援の教育について専門的に

深く学ぶことができると思い、この大学を選びました。

最初は、実家を離れて一人暮らしすることに不安もありましたが、今では同

じ夢をもった仲間とともに学べるので、常にモチベーションを高く保ちながら勉

強に取り組むことができ、とても楽しい大学生活を送っています。

また、私はボランティアとして近くの小学校に毎週通い、授業のサポートを

したり、中学生に高校受験のための勉強を教えたりしています。実際に子ども

たちと関わることは、心と心との会話であり、子どもたちと心が通じ合った時に

は大きな喜びを感じさせてもらっています。これらは現場でしか体験できないも

ので、授業だけでは学べないことが多く、とても良い経験になっています。

これからも先生方や友だち、子どもたちとの関わりを通して、いろいろなも

のを吸収しながら、特別支援学校の教員になるという夢を叶えるため、頑張っ

ていきます。

村松　純奈 さん

植草学園大学　発達教育学部　

発達支援教育学科　2 年　

静岡県浜松市立高等学校出身

trans>act　髙田嘉幸　　
耕書堂　関口　哲　　　　
アポロ創研株式会社
平田 光二　押木良輔
TSY　林　猛夫
相和印刷株式会社　

編集協力・製作
Art Direction
取 材 ･ 編 集
撮　　　　影

D 　 T 　 P
印　　　　刷

栗原ひとみ　
今井訓子
荒金房子　山本邦晴　
柴田浩代　

U-heart 編集委員会
編集委員長
副委員長
編集委員
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後 記

E d i t o r ' s  n o t e

本号の特集「植草学園大学の歴史と、これからの植

草学園大学」はいかがでしたか？ 過去の足跡を振り返

り、現在をみつめ、未来をめざす植草学園大学を実感

していただけましたでしょうか。植草学園短期大学専

任教員・研究室紹介では、英知あふれる先生方の笑

顔が輝いています。

私たち教職員は学生のみなさんと一緒に、育ち合い

たいと願っています。どうぞ、一度「植草学園大学・

短大」を体験してみてください。明るい未来へ向かっ

て、一緒に一歩踏み出しましょう。

U-heart編集委員会　

発達教育学部　
発達支援教育学科

准教授　栗原　ひとみ
U ♥heart
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◎学園人事異動
●退職（平成26年3月31日付）

植草学園大学

発達教育学部　教授 藤田　俊明

保健医療学部　教授 田中　勇治

保健医療学部　講師 阿部　勉

植草学園短期大学

福祉学科　講師 岩本　義浩

植草学園大学附属弁天幼稚園

教諭 山下　麻子

●任期満了（平成26年3月31日付）

植草学園大学

学長 小出　進

発達教育学部　特別教授 小林　敢治郎

植草学園大学附属高等学校

嘱託教諭　　　　　　　　 根本　和歩

植草学園大学附属美浜幼稚園

教諭（非常勤） 佐々木  久美子

植草弁天保育園

保育士（非常勤） 髙宮　沙希

保育士（非常勤） 山﨑　奈美

大学事務局

大学参与 明石　武雄

キャリア支援課　非常勤職員 井上　茜

キャリア支援課　非常勤職員 石井　やよい

キャリア支援課　非常勤職員　 小林　美絵

●定年退職（平成26年3月31日付）

植草学園大学

発達教育学部　教授 木下　勝世

大学事務局

入試・広報課　参事 宮崎　康光

●管理職等選任（新規を除く）（平成26年4月1日付） 

植草学園大学長 浦野　俊則

植草学園大学　副学長 小池　和子 ［保健医療学部長］

植草学園大学　発達教育学部長 渡邉　章

植草学園大学　発達教育学部　
発達支援教育学科主任 

髙野　良子

植草学園大学　保健医療学部
学部長特別補佐 

桑名　俊一

植草学園　大学図書館長 山本　邦晴

植草学園大学　相談支援センター長 桑田　良子

●採用（非常勤講師等を除く）（平成26年4月1日付）

植草学園大学

発達教育学部　教授 京極　邦明

発達教育学部　教授 田所　明房

発達教育学部　助手 久保　隼人

保健医療学部　教授 
植草学園　大学図書館　副館長 

居村　茂幸

保健医療学部　講師 三浦　達浩

保健医療学部　助教 上倉　將太

植草学園短期大学

福祉学科　特別准教授 黒田　静江 ［福祉学科准教授］

福祉学科　特別講師 山田　美知代

フェロー教員　植草学園大学

 小林　敢治郎 ［特別教授］

 木下　勝世 ［教授］ 

 藤田　俊明 ［教授］

植草学園大学附属高等学校

教諭 フォキ・ジョージュ・ミクローシュ  ［嘱託教諭］

嘱託教諭 篠原　和也

嘱託教諭 福井　寿明

植草学園大学附属美浜幼稚園

教諭 井上　真里 

教諭（非常勤） 田中　美代子

植草弁天保育園

保育士 古川　麻由美

嘱託職員 小林　友紀

保育士（非常勤） 山嵜　廣子

●採用（非常勤講師等を除く）（平成26年4月1日付）

植草弁天保育園

保育士（非常勤） 小西　槙希子

保育士（非常勤） 金子　和恵

学園事務局

総務課長　総務課　地域連携推進室長（兼務） 時田　猛

総務課　法人室長 荻原　幸男

大学事務局

教務課　学術情報室長（兼務） 太田　秀樹 ［大学事務局長］

教務課　事務主事 高木　奈緒美 ［嘱託職員］

教務課　非常勤職員 髙野　美弥子

学生課　健康管理室長代理 紺野　素子 ［健康管理室 保健師］

学生課　事務主事 石井　涼平

キャリア支援課　事務主事 近藤　健

キャリア支援課  非常勤職員 （教職支援コーディネーター） 鎌田　哲夫

キャリア支援課　非常勤職員 藤田　世里子

●昇任・配置換等（平成26年4月1日付）

植草学園大学

発達教育学部　教授（昇任） 宮下　裕一 ［准教授］

発達教育学部　准教授（昇任） 広瀬　由紀 ［講師］

保健医療学部　准教授（昇任） 荒金　房子 ［講師］

保健医療学部　准教授（昇任） 小山内　正博 ［講師］

植草学園大学附属弁天幼稚園

教諭（配置換） 坂下　紀子 ［植草弁天保育園 保育士］

植草弁天保育園

保育士（配置換） 植木　未来

学園事務局

総務課　企画・情報管理室長（昇任） 飯島　千恵子

総務課　企画・情報管理室次長（配置換） 影井　秀史 ［学園事務局 財務課］

財務課　事務主事（配置換） 安部　茂

大学事務局

教務課次長（昇任） 齊藤　京子 ［教務課主任］

入試・広報課主任（配置換） 久保　裕紀 ［学園事務局 総務課］

入試・広報課　事務主事（配置換） 安藤　靖幸

［　］内は前職等

［　］内は前職等

［　］内は前職等

［　］内は前職等

植草学園大学 副学長、
発達教育学部長

植草学園大学附属
美浜幼稚園 教諭

企画・情報管理室
事務主事

大学事務局 
入試・広報課

大学事務局
キャリア支援課

Mon Tue Wed Thu Fri Sat
1時限

9：20 ～ 10：50

2時限
11：00 ～ 12：30

3時限
13：20 ～ 14：50

4時限
15：00 ～ 16：30

5時限
16：40 ～ 18：10

初等国語
教育通論

中国語入門 発達心理学 教育課程論

理科指導法

算数科指導法

キャリア演習Ⅱ

病弱教育Ⅰ肢体不自由教育Ⅰ

特別支援学校
教育課程・授業論

病弱の子どもの
心理・生理・病理

LD・ADHD等
教育総論

肢体不自由の子どもの
心理・生理・病理

教職原論

速読法演習

●2年次前期時間割

Mon Tue Wed Thu Fri Sat
1時限

9：20 ～ 10：50

2時限
11：00 ～ 12：30

3時限
13：20 ～ 14：50

4時限
15：00 ～ 16：30

5時限
16：40 ～ 18：10

国語科指導法

社会科指導法

キャリア演習Ⅱ

社会的養護

道徳教育指導法

図画工作科
指導法

音楽科指導法

知的障害教育Ⅰ 幼児・児童の
障害と支援

特別支援教育実習
事前事後指導

知的障害の子どもの
心理・生理・病理

●2年次後期時間割

●間取り図

●私の1日のスケジュール
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寝

時
間 zzz...

おはよう！

わいわい！

おやすみ
なさい

自
分
の

ある
金曜日
の1日

高校時代の写真・・・

高校時代は硬式野球部

に所属していました。

男子部員の中で、毎日必死に

白球を追った思い出は、

今でも私の心の支えです。

つらくなっても写真を見ると

頑張ろうと思える★★

一人暮らしがさみしくならないように、
かわいいぬいぐるみやクッションは
欠かせません。笑

ボランティア・・・
子どもに勉強を教えていくなかで、
「どうしたら上手く伝わるか」
 「どうしたらやる気を引き出せるか」を
考えながら関わっています。

理事長さんと
キャッチボールを

させていただきました。

子どもたち
からもらった
寄せ書き♪

家が近いので
友達と一緒に一度家に帰って
昼食を済ませてから再び学校へ…

八千代市が行っている
中学生に高校受験のための勉強を教える

ボランティアに参加しています。

部屋

1415 U ♥heartU ♥heart 14U ♥heart
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〒264-0007  千葉市若葉区小倉町1639番3  Tel.043-233-9031㈹  Fax.043-233-9088

◎入試・広報課
平日 9：00 ～ 17：00　土曜日 9：00 ～ 12：00
Tel.043-239-2600 URL. h t tp : / /www.uekusa .ac . j p 植草学園 検索

詳しくは

チカラ

障害のある人にも、ない人にもやさしくできる力を身につける webサイトへ!

【特集】

U E K U S A  S c h o o l  N e w s
教 授・講 師 陣 紹 介 ／ ゼミ 紹 介 ＆ 授 業 紹 介

［ 連 載 ］ 漢 字 の 今 昔
植 草 学 園 教 育 研 究 振 興 資 金 の 実 績 報 告 ／ ご 寄 付 の お 礼

U E K U S A  L I F E  ～学 生 生 活 の 紹 介！～

I n f o r m a t i o n  ～ 学 園 人 事 異 動 ～

※上記以外に社会人、帰国生徒、外国人留学生特別選抜試験、専攻科入学試験を実施します。  
※1 ［旧課程］の選考方法については、入学試験要項をご確認ください。  ※2 新課程履修者は生物基礎、旧課程履修者は生物Ⅰを選択すること。

保
健
医
療
学
部  

理
学
療
法
学
科

植
草
学
園
短
期
大
学

福
祉
学
科  

地
域
介
護
福
祉
専
攻

福
祉
学
科 

児
童
障
害
福
祉
専
攻

AO入試
［8名］

AO入試
［12名］

推薦入試
［12名］

植草学園大学附属高等学校
特別選抜試験 ［4名］

H26/ 8/26 火 ～ 9/ 2 火

H26/10/ 7 火 ～ 10/14 火

H26/12/ 2 火 ～ 12/ 9 火

H27/ 2/ 5 木 ～ 3/13 金

H26/11/ 1 土 ～ 11/ 7 金
　

H26/ 8/26 火 ～ 9/ 2 火

H27/ 1/19 月 ～ 1/29 木

H27/ 2/19 木 ～ 3/ 4 水

H27/ 1/ 5 月 ～ 1/16 金

H27/ 2/19 木 ～ 3/ 4 水

H26/ 8/26 火 ～ 9/ 2 火

H26/10/ 7 火 ～ 10/14 火

H26/12/ 2 火 ～ 12/ 9 火

H27/ 1/ 5 月 ～ 3/13 金

H26/11/ 1 土 ～ 11/ 7 金

H26/ 8/26 火 ～ 9/ 2 火
　

H27/ 1/19 月 ～ 1/29 木

H27/ 2/19 木 ～ 3/ 4 水

H26/ 8/26 火 ～ 9/ 2 火

H26/10/ 7 火 ～ 10/14 火

H26/12/ 2 火 ～ 12/ 9 火

H26/11/ 1 土 ～ 11/ 7 金

H26/ 8/26 火 ～ 9/ 2 火
　

H27/ 1/19 月 ～ 1/29 木

H27/ 2/19 木 ～ 3/ 4 水

H26/ 8/26 火 ～ 9/ 2 火

H26/10/ 7 火 ～ 10/14 火

H26/11/ 1 土 ～ 11/ 7 金
　

H26/ 8/26 火 ～ 9/ 2 火

H27/ 1/19 月 ～ 1/29 木

H27/ 2/19 木 ～ 3/ 4 水

H27/ 1/ 5 月 ～ 1/16 金

H27/ 2/19 木 ～ 3/ 4 水

9/ 9 火 ～ 9/17 水

10/21 火 ～ 10/28 火

12/16 火 ～ 12/24 水

選考結果通知日から1週間

11/15 土 ～ 11/25 火

9/ 9 火 ～ 9/17 水

2/ 5 木 ～ 2/12 木

3/11 水 ～ 3/17 火

2/ 8 日 ～ 2/16 月

3/11 水 ～ 3/17 火

9/ 9 火 ～ 9/17 水

10/21 火 ～ 10/28 火

12/16 火 ～ 12/24 水

選考結果通知日から1週間

11/15 土 ～ 11/25 火

9/ 9 火 ～ 9/17 水

2/ 5 木 ～ 2/12 木

3/11 水 ～ 3/17 火

9/ 9 火 ～ 9/17 水

10/21 火 ～ 10/28 火

11/15 土 ～ 11/25 火

9/ 9 火 ～ 9/17 水

2/ 5 木 ～ 2/12 木

3/11 水 ～ 3/17 火

2/ 8 日 ～ 2/16 月

3/11 水 ～ 3/17 火

9/ 6 土

10/18 土

12/13 土

相談のうえ決定

11/12 水

9/ 5 金

2/ 3 火

3/ 9 月

大学入試
センター試験日

9/ 6 土

10/18 土

12/13 土

相談のうえ決定

11/12 水

9/ 5 金

2/ 3 火

3/ 9 月

9/ 6 土

10/18 土

12/13 土

11/12 水

9/ 5 金

2/ 3 火

3/ 9 月

9/ 6 土

10/18 土

11/12 水

9/ 5 金

2/ 3 火

3/ 9 月

大学入試
センター試験日

9/ 9 火

10/21 火

12/16 火

試験日2日後

11/15 土

9/ 9 火

2/ 5 木

3/11 水

2/ 8 日

3/11 水

9/ 9 火

10/21 火

12/16 火

試験日2日後

11/15 土

9/ 9 火

2/ 5 木

3/11 水

9/ 9 火 ～ 9/17 水

10/21 火 ～ 10/28 火

12/16 火 ～ 12/24 水

11/15 土 ～ 11/25 火

9/ 9 火 ～ 9/17 水

2/ 5 木 ～ 2/12 木

3/11 水 ～ 3/17 火

9/ 9 火

10/21 火

12/16 火

11/15 土

9/ 9 火

2/ 5 木

3/11 水

9/ 9 火

10/21 火

11/15 土

9/ 9 火

2/ 5 木

3/11 水

2/ 8 日

3/11 水

1期

2期

指定校制

公 募 制

　

Ａ日程

Ｂ日程

Ａ日程

Ｂ日程

1期

2期

3期

4期

指定校制

公 募 制

Ａ日程

Ｂ日程

1期

2期

3期

指定校制

公 募 制

Ａ日程

Ｂ日程

植
草
学
園
大
学

発
達
教
育
学
部  

発
達
支
援
教
育
学
科

AO入試
［30名］

推薦入試
［50名］

一般入試
［25名］

大学入試センター試験
利用入試 ［10名］

植草学園大学附属高等学校
特別選抜試験 ［20名］

面接（15分程度）・書類審査・課題小論文
＊出願前にオープンキャンパス、入試説明会、
  個別相談会（学園祭）で事前説明・相談を受けてください

面接（15分程度）・書類審査・課題小論文  ＊事前説明・相談不要
指定校制：面接（10分）

［新課程］ 国語（近代以降の文章）必須＋「地歴、公民、数学、
  理科、外国語」から1科目
＊理科の基礎を付した科目は、2科目を1科目分として扱う
＊英語はリスニングなし　
＊本学における個別試験は課さない　　　　   ※1［旧課程］

［新課程］ 国語（近代以降の文章）、数学、理科、外国語（英、独、
  仏）から2教科2科目
＊理科の基礎を付した科目は、2科目を1科目分として扱う
＊英語はリスニングなし　
＊本学における個別試験は課さない　　　　   ※1［旧課程］

面接（10分）・書類審査

国語（古文・漢文を除く）、英語（英語Ⅰ・英語Ⅱ）から1科目・
面接（10分）

面接（10分）・書類審査

面接（10分）・書類審査

面接（10分）・書類審査

公 募 制：面接（10分）  基礎学力試験（国語－古文・漢文を除く）
　　　　 評定平均値3.0以上の者

指定校制：面接（10分）
公 募 制：面接（10分）  基礎学力試験（小論文）
　　　　 評定平均値3.3以上の者

推薦入試
［6名］

一般入試
［18名］

大学入試センター試験
利用入試 ［7名］

植草学園大学附属高等学校
特別選抜試験 ［若干名］

面接（15分程度）・基礎学力試験（小論文）・書類審査
＊出願前にオープンキャンパス、入試説明会、
  個別相談会（学園祭）で事前説明・相談を受けてください

国語（古文・漢文を除く）、数学（数学Ⅰ・数学A）、理科※2（生物基礎、
生物Ⅰ）、英語（英語Ⅰ・英語Ⅱ）から2教科2科目・面接（10分）

一般入試
［10名］

面接（15分程度）・課題小論文・書類審査
＊出願前にオープンキャンパス、入試説明会、
  個別相談会（学園祭）で事前説明・相談を受けてください

面接（15分程度）・課題小論文　＊事前説明・相談不要

面接（10分）・国語（古文・漢文を除く）

指定校制：面接（10分）

公 募 制：面接（10分）・書類審査

1期

2期

3期

4期

指定校制

公 募 制

　

Ａ日程

Ｂ日程

Ａ日程

Ｂ日程

AO入試
［30名］

推薦入試
［40名］

一般入試
［20名］

植草学園大学附属高等学校
特別選抜試験 ［7名］

面接（15分程度）・課題小論文・書類審査
＊出願前にオープンキャンパス、入試説明会、
  個別相談会（学園祭）で事前説明・相談を受けてください

面接（10分）・国語（古文・漢文を除く）

指定校制：面接（10分）

公 募 制：面接（10分）・書類審査

出願手続期間 試験区分［募集人員］ 試験日 選考結果通知 入学手続期間 選考方法

平成27年度入試日程

＊各日、9:40にＪＲ都賀駅東口5番バス乗り場より、大学行き無料送迎バスを運行します。　＊11/15（土）・11/16（日）のバス運行時刻は、ホームページをご確認ください。

5/18日   6/22日   7/19土

8/2土   8/23土   8/24日

9/28日   10/25土

11/15土  11/16日

3/28土

入試説明会   10:00 ～ 12:00

個別相談会（学園祭同時開催）  10:00 ～ 14:00

春のオープンキャンパス&
保護者対象説明会 10:00 ～ 12:00

オープンキャンパス＆保護者対象説明会  10：00～14：00

無料
送迎バス

運行

植草学園大学の歴史と、
これからの植草学園大学
新任役員教員紹介／植草学園大学の歩みと、小出前学長の教育観

専任教員・研究室紹介




